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陰
膳
法
に
よ
る
試
料
採
取 

 

（
財
）
環
境
科
学
技
術
研
究

所
で
は
、
六
ヶ
所
村
の
住
民

の
食
事
の
放
射
能
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。 

『
陰
膳
法
』
と
い
わ
れ
る
食

事
調
査
の
方
法
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。 

◎
報
告
書
で
は
、
「
従
事
職
業

業
態
」
と
し
て
「
青
森
市
勤

労
」
「
六
ヶ
所
村
勤
労
」
「
六
ヶ

所
村
漁
業
」
「
六
ヶ
所
村
農

業
」
の
四
つ
の
「
世
帯
」
グ
ル
ー

プ
を
記
載
し
て
い
る
。 

◎
グ
ル
ー
プ
ご
と
五
人
に
委

託
し
、
指
定
し
た
一
日
の
全
て

の
飲
食
物
と
同
じ
食
品
（
「
陰

膳
」
）
を
試
料
と
し
て
回
収
し

た
。 

◎
五
人
分
を
一
つ
の
試
料
と

し
て
ミ
キ
サ
ー
で
粉
砕
、
混
合

し
均
質
化
し
、
う
ち
二
㌔
を

凍
結
乾
燥
さ
せ
、
ヨ
ウ
素
１
２

９
、
炭
素
１
４
、
有
機
結
合
型

ト
リ
チ
ウ
ム
（
Ｏ
Ｂ
Ｔ
）
の
分
析

を
行
っ
た
。 

『
六
ヶ
所
漁
業
・
農
業
世

帯
』の
数
値
が
急
上
昇 

 

「
ヨ
ウ
素
１
２
９
」
の
測
定
結

果
は
下
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
基
に
グ
ラ
フ
化

し
た
も
の
が
左
図
で
す
。 

二
〇
〇
八
年
か
ら
六
ヶ
所 

村
の
漁
業
世
帯
と
農
業
世 

                              

帯
で
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

す
な
わ
ち
二
〇
〇
六
年

六
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
十

月
ま
で
の
数
値
を
平
均
化
す

る
と
「
３
・
７
マ
イ
ク
ロ
ベ
ク
レ
ル

／
日
・
人
」
と
な
る
。
こ
れ
を

「
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
汚
染

前
の
自
然
値
）
」と
み 

                              

な
し
、
そ
の
後
の
変
化
を
比

較
す
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の

「
六
ヶ
所
漁
業
世
帯
」
は
「
２

８
マ
イ
ク
ロ
ベ
ク
レ
ル
／
日
・

人
」
で 

そ
れ
ま
で
の
七
・
六 

                                

２００６年 ２００７年 ２００８年    年 

   月 ６月 ８月 11 月 １月 ５月 ８月 10 月 １月 ６月 ８月 11 月 

青森市勤労者 6 5  3.3 1.1 1.2 7 2 7.5 *1.1 4 *1.5 

六ヶ所勤労者 3 3  7 4 1.1 8 1.6 2.1 *1  2.6 1.6 

六ヶ所漁業 2 3 8 2 4 4 3.3 28    

六ヶ所農業         2 115 11.4 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      

   郵便振替  02240-5-102650                  ３月 ３１日 
《再処理／岩手の環境》                              第８３号  
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                           

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          

◎2006.6-2007.10 についてはＰ５２３図から読み取った値 （＊はこの値以下という表示あり） 
（財）環境技術研究所・平成２０年度『放出放射能環境分布調査報告書』Ｐ５０９～Ｐ５３２から作成 

再処理工場による影響 日常食試料によるヨウ素１２９摂取量 

単位： 
マイクロ 

ベクレル 

／日・人 

平均の３０倍 

六ヶ所農業→ 

平均の7.6倍 

 六ヶ所漁業 ↓ 

『
岩
手
の
会
』
で
は
、
再
処

理
工
場
の
放
射
能
環
境
放

出
に
つ
い
て
資
料
を
収
集
し

調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。
六

ヶ
所
村
に
あ
る
（
財
）
環
境

科
学
技
術
研
究
所
の
青
森

県
委
託
調
査
『
年
次
報
告

書
』
に
、
「
食
物
汚
染
」
に
つ

い
て
重
大
な
数
値
が
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 



倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
で

は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
そ
の

後
、
「
六
ヶ
所
村
漁
業
世
帯
」

の
項
目
は
消
え
、
「
六
ヶ
所
村

農
業
世
帯
」
と
な
り
ま
す
。

そ
の
「
二
〇
〇
八
年
八
月
」

が
「
１
１
５
マ
イ
ク
ロ
ベ
ク
レ
ル

／
日
・
人
」
で
、
じ
つ
に
、
「
自

然
値
の
三
〇
倍
」
で
す
。 

 

こ
の
数
値
に
つ
い
て
同

報
告
書
は
「
大
型
再
処
理
施

設
か
ら
放
出
さ
れ
た
ヨ
ウ

素
１
２
９
の
影
響
を
受
け
た

可
能
性
が
あ
る
。
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。 

な
ぜ
漁
業
世
帯
の
数
値
が

発
表
さ
れ
な
い
の
か
？ 

『
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
始

ま
っ
て
三
年
目
で
六
ヶ
所

村
の
漁
業
世
帯
や
農
業
世

帯
の
食
べ
物
の
な
か
の
放

射
能
の
数
値
が
増
大
し
た
』

と
い
う
重
大
な
事
実
が
、
同

研
究
所
の
分
析
で
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
詳
し
い
報
告
を

行
う
義
務
が
調
査
を
委
託

し
た
青
森
県
に
は
あ
り
ま

す
。
住
民
の
知
る
権
利
に
応

え
る
、
事
業
者
や
行
政
当
事

者
、
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
あ
る

対
処
が
望
ま
れ
ま
す
。 

（
注
）（
財
）
環
境
技
術
研
の
『
平

成
２
０
年
度
放
出
放
射
能
環
境

分
布
調
査
報
告
書
』
は
青
森
県

立
図
書
館
と
青
森
市
立
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。
各
地
の
公
立
図

書
館
か
ら
資
料
請
求
出
来
ま
す
。 

 

   

再
処
理
反
対
を
訴
え
る

市
民
が
結
集
し
て
い
る
『
六
ヵ

所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
―
東
日
本

市
民
サ
ミ
ッ
ト
』
の
世
話
人

会
が
主
催
し
て
「
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
学
習

会
」
が
三
月
一
三
日
（
土
）
八

戸
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。  

 

昨
年
二
月
に
盛
岡
で
約

一
七
〇
人
を
結
集
し
「
ス
ト

ッ
プ
再
処
理
」
の
創
意
あ
る

運
動
が
切
り
拓
か
れ
ま
し
た

が
、
世
話
人
会
で
は
、
第
二

回
大
会
を
展
望
す
る
た
め
に

「
原
子
力
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
つ
い
て
、
私
達
自
身
が

十
分
に
実
態
を
理
解
し
主

体
的
に
判
断
で
き
る
だ
け
の

学
習
が
必
要
で
あ
る
」
と
の 

            

 

         

意
見
が
出
さ
れ
企
画
さ
れ

ま
し
た
。 

会
場
に
は
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
秋
田
な
ど
か
ら
約
三

〇
人
が
出
席
し
地
元
「
ピ
ー

ス
ラ
ン
ド
」
の
山
内
雅
一
さ
ん

の
挨
拶
の
後
、
各
世
話
人
が

分
担
し
研
究
し
た
代
替
エ
ネ 

 

   
八
戸
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

学
習
会
が
あ
っ
た
翌
日
、
六
ヶ

所
村
ま
で
行
っ
て
み
た
。
こ
の

日
は
「
大
潮
」
に
近
く
朝
九
時

が
干
潮
。
尾
駮
河
口
に
立
っ
て

青
空
に
朝
日
が
昇
る
海
岸
を

眺
め
た
。
内
陸
か
ら
の
西
風
が

か
な
り
強
く
水
面
に
波
紋
を

作
り
、
河
口
に
設
置
さ
れ
た

環
境
科
学
技
術
研
究
所
の
流

速
計
の
標
識
の
赤
旗
が
は
た

め
い
て
い
る
。
水
面
が
下
が
り
、

流
速
計
設
置
台
の
杭
の
足
下

ま
で
見
え
る
。
砂
浜
が
白
く

広
が
り
、
陽
の
光
、
白
い
雲
、

風
の
音
、
海
の
に
お
い
が
素
晴

ら
し
い
。
◆
そ
れ
か
ら
す
こ
し 

ル
ギ
ー
十
一
種
に
つ
い
て
「
三

分
間
レ
ポ
ー
ト
」
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

続
い
て
『
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
研
究
所
』
の
竹
村
英
明

さ
ん
に
よ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
世
界
の
現
状
と
日
本
の

実
情
に
つ
い
て
二
時
間
余
に

わ
た
る
詳
細
な
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。 

竹
村
さ
ん
は
日
本
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
二
〇
〇

〇
年
初
頭
に
お
け
る
「
電
力

会
社
の
供
給
義
務
づ
け
制

度
」
が
、
あ
ま
り
に
低
い
目
標

値
で
設
定
さ
れ
、
そ
の
政
策

的
な
欠
陥
に
よ
り
、
世
界
に 

 

   

時
間
を
つ
ぶ
し
、
午
後
二
時

半
、
尾
駮
沼
河
口
に
再
び
立
っ

た
。
満
潮
で
あ
る
。
当
然
な
が

ら
、
砂
浜
が
だ
い
ぶ
水
没
し
、

杭
も
幾
分
沈
ん
で
い
る
。
そ
の

高
低
差
は
正
確
に
は
分
か
ら

な
い
。
こ
の
半
日
で
海
水
が
ど

れ
ほ
ど
流
入
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

◆
東
側
の
六
ヶ
所
沖
合
の
海

を
見
渡
し
た
。
今
日
は
風
下

に
な
っ
て
い
る
が
、
防
潮
堤
の

三
㌔
先
に
再
処
理
工
場
か
ら

の
放
射
性
廃
液
の
放
出
口
が

あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
始

ま
っ
て
以
降
、
ウ
ラ
ン
換
算
で

約
四
二
五
ト
ン
の
使
用
済
み

核
燃
料
が
処
理
さ
れ
廃
液
が 

 

先
ん
じ
て
い
た
日
本
の
太
陽

光
発
電
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ

ツ
、
米
国
な
ど
に
追
い
越
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
日

本
は
こ
の
「
失
わ
れ
た
十
年
」

の
政
策
的
な
不
備
を
早
急

に
克
服
し
、
可
能
性
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
に
世
界
に
伍
し
て

参
入
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
的
な
可
能
性
に
つ
い

て
、
日
本
は
風
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
で
は
素
晴
ら
し
い

立
地
条
件
を
備
え
て
い
る
と

し
、
原
子
力
や
化
石
燃
料
に

こ
だ
わ
る
国
政
の
誤
り
や
大 

  

六
〇
〇
立
方
㍍
の
タ
ン
ク
か

ら
二
四
〇
回
余
も
流
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
放
射
能
は
ト
リ
チ

ウ
ム
だ
け
で
も
約
二
一
八
一

兆
ベ
ク
レ
ル
に
達
し
、
一
般
人

の
約
三
九
〇
〇
万
人
分
の
年

摂
取
限
度
に
匹
敵
す
る
。
◆

下
北
で
は
春
か
ら
夏
に
海
か

ら
の
冷
た
い
「
な
れ
風
（
や

ま
せ
）
」
が
吹
く
。
秋
か
ら
冬

は
台
風
や
低
気
圧
が
通
る
。

海
水
は
強
風
に
吹
き
上
げ
ら

れ
、
放
射
性
物
質
を
帯
び
た

粒
子
は
陸
地
に
向
か
っ
て
再

上
陸
す
る
。
英
仏
の
再
処
理

工
場
周
辺
で
は
「
小
児
白
血

病
」
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

激
し
い
風
に
吹
か
れ
て
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
。
（
尚
） 

 

企
業
の
産
業
支
配
を
克
服

す
べ
き
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

長
野
県
飯
田
市
の
「
お
ひ
さ

ま
モ
デ
ル
」
の
実
例
な
ど
を

紹
介
し
「
無
数
の
市
民
の
夢

の
あ
る
投
資
」
が
成
果
を
挙

げ
て
い
る
と
し
ま
し
た
。 

「
二
十
世
紀
は
『
自
動
車
』

の
世
紀
、
二
十
一
世
紀
は

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の
世
紀
。

だ
か
ら
原
子
力
は
無
駄
で
危

険
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消

え
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
」

と
い
う
結
論
に
、
何
と
な
く

明
る
い
未
来
を
感
じ
た
学
習

会
で
し
た
。  

（
Ｏ
） 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

           

         

水
め
が
ね 

六
ヶ
所
村
尾
駮
沼
河
口
に
て 

環境エネルギー 

政策研究所 

竹村英明さん 

14:30満潮 9:00干潮 

2010.3.14尾駮沼河口（尾駮港付近） 
２００８年６月、ここの海底堆積物からヨウ素１２９が１６５

ナノベクレル／ｇ・ｄｒｙ 検出。 （２年前の約１２倍） 

潮
見
表
（
八
戸
港
） 


